
『
南
総
里

同，四四七頁。

『日本外史（上）』

日本思想大系『

「のちに頼山陽は

で展開した議論を批

は，弑虐の意味で

，前掲尾藤正英による解説，一一頁。

新井白石』（岩波書店，一九七五）三

『日本外史』の足利氏に関する論賛の

評して，「噫，是足利氏を助けて虐を

，天皇に対する叛逆の罪を犯すことに

七七頁。同書所収の解説で，尾藤正英

中で，白石が右のように足利義満論の

為すものなり」と述べている。「虐」

なるとの意味であろう」（同書，五六

は

中

と

三見
八
犬
伝
』
と
『
日
本
外
史
』
の
歴
史
認
識

五六四頁）と述べ

『日本外史（上）』

天皇を君主と考え

といえるが，もちろ

『日本外史（上）』

同，二八二頁。

同，二八三頁。

岩波文庫『南総里

『日本外史（上）

，両者の易姓革命に対する見解の相

一四三頁。

た場合，朱子学的な天人関係よりも

ん中国に天人関係を天皇に限定する

三九頁。

見八犬伝（十）』（一九九〇）二五〇

』二八三頁。

違を指摘している。

むしろ天人相関的な天人関係に接近す

ような発想はない。

頁。

る

日本思想大系『佐藤一齋 大塩中齋』（岩波書店，一九八〇）三七〇頁。

五
〇
三



第九輯巻之三十三簡端附録作

き，善悪を，弁ずるに至りて

学得ざる婦幼も，本伝を愛で

且つ悟りて，学びの道に志す

及びたり，なでふ聖語を慢侮

認識を披瀝している。

者総自評において，「本伝は，新奇の

は，虚実の二つあるべくもあらず。い

読む序に，肇めて其の経文聖語の尊き

，人しもあれ，と思ひぬる，只だ是れ

せんや」と述べ，稗史が儒教の経典に

『
南
総
里

小説なれども，其の仁義を説

まだ四書五経を，一言一句も，

を知るよしありて，且つ感じ

老婆深切もて，言儒経にすら

すら匹敵するものであるとの

岩波文庫『南総里見八犬伝

『日本古典文学大辞典 第四

『南総里見八犬伝（一）』七

同，二三四頁。

岩波文庫『南総里見八犬伝

同，八犬伝第三輯叙，三頁

『南総里見八犬伝（一）』二

同，一二八頁。

同，二四二頁。

（一）』（一九九〇）解説， 頁。

巻』（岩波書店，一九八四）五七三頁

五頁。

（二）』（一九九〇），一七二頁。

。

九頁。

見
八
犬
伝
』
と
『
日
本
外
史
』
の
歴
史
認
識

。

同，七八頁。

岩波文庫『南総里見八犬伝

『南総里見八犬伝（一）』，七

岩波文庫『南総里見八犬伝

同，二四七頁。

『南総里見八犬伝（一）』四

『南総里見八犬伝（三）』四

『南総里見八犬伝（一）』三

『南総里見八犬伝（五）』三

岩波文庫『日本外史（上）』

（三）』（一九九〇）四一五頁。

八頁。

（五）』（一九九〇）六九頁。

四頁。

八頁。

二九頁。

二〇頁。

（一九七六）解説，七 八頁。

同，八頁。

同，一一頁。

同，二八〇頁。

同，二九〇頁。

『八犬伝』の完成には二十八

であり，最終巻が完成したの

半部の成立は『日本外史』成

この二つのテクストは相互に

『日本外史（上）』二七五頁

年の歳月を要し，文政十年に刊行さ

は天保十三（一八四二）年であった。

立以降ということになる。また，直接

影響を与え合う時代環境の中で成立し

。
五

れていたのは第六輯六冊まで

したがって，『八犬伝』の後

的な影響の有無を別にしても，

たと考えるのが自然であろう。

岩波文庫『日本外史（中）』

『日本外史（上）』一〇五頁

同，二四九頁。

同，二二一頁。

『日本外史（中）』三〇五頁

『日本外史（上）』八三頁。

『日本外史（下）』二八頁。

（一九七七）二六三頁。

。

。

〇
四



『
南
総
里

『南総里見八犬伝

あり方を開示し，し

天人関係では全く異

ズムと人間の可能性

』と『日本外史』が開示した歴史

だいに人々の関心を陽明学へと

なったスタンスを取るにせよ，

に関する新たなビジョンを開示

認識は，読者に新たな天人関係

誘う契機になったように思われる

この二つの歴史書は歴史のダイナ

したのである。勧懲主義や尊王と

の

。

ミ

い

見
八
犬
伝
』
と
『
日
本
外
史
』
の
歴
史
認
識

う概念をひとまず

んでみる必要がある

の力と論理が備わっ

一世を風靡した二つ

起するものであった

向かうのか。反応は

るいは「外史」とい

けは確かである。

上げにして，私たちはもう一度

だろう。そして，そこには確か

ていることを確認できるのでは

の歴史書は，天人関係という現

。それが幕末に向かって勤王倒

さまざまであったが，広汎な読

うポジションから，歴史におけ

虚心坦懐にこの二つのテクストを

に幕末の激しい変革運動を導くだ

ないだろうか。文化文政期に誕生

実の社会に即応した新たな問題を

幕に向かうのか，あるいは世直し

者層に，正史とは異なる「稗史」

る天の解釈の重要性を教えたこと

読

け

し

提

に

あ

だ

注

『日本儒林叢書

同前。

辻本雅史『近世教

頼祺一『近世後

史の研究』二〇四頁

『中村幸彦著述集

林屋辰三郎『日本

第三巻』史伝書簡部（鳳出版，一九七

育思想史の研究』（思文閣出版，一九

期朱子学派の研究』（溪水社，一九八

を参照のこと。

第十一巻』（中央公論社，一九八二

文化史（日本史論聚一）』（岩波書店

八）「寛政異学禁関係文書」四二頁。

九〇）二〇五 二〇九頁参照。

六）一〇頁，および辻本『近世教育思

）四一八頁。

，一九八八）四二六頁，および『近世

想

教

五

育思想史の研究』二

『日本文化史（日

『国史大事典 ３

『日本史大事典

日本古典文学大系

日本古典文学大系

小池藤五郎は，ず

戴かずの，江戸草紙

刺戟し，結果的には

五四頁。

本史論聚一）』四三〇 四三二頁。

』（吉川弘文館，一九八三）三二四頁

第五巻』（平凡社，一九九三）一三六

『椿説弓張月 上』（岩波書店，一九

『椿説弓張月 下』（岩波書店，一九

いぶん以前（昭和十二年）に「馬琴

中の黄表紙・合巻の敵討物の大流行

，尊王教育と王道政治概説の，一番

。

五 一三六六頁。

五八）七三頁。

六二）拾遺巻之一序文，一二九頁。

作の読本の内容は，君父の仇は倶に天

と合流した。この思想は若い志士を強

庶民的のテキストとなった。読み本・

を

く

黄

〇
五

表紙・合巻のこうし

〇，解説 頁）と，

岩波文庫『南総里

おいて岩波文庫所収

体に改めた。

岩波文庫『南総里

こうした稗史の婦

た偉勲に，学界では気付かない」（岩

『南総里見八犬伝』の持つ思想的意義

見八犬伝（一）』（一九九〇）八犬士

の漢文を引用するに当たっては，読

見八犬伝（四）』（一九九〇）八犬伝

女子に対する教育的意義に対する自

波文庫『南総里見八犬伝（十）』一九

に注意を喚起している。

伝第二輯自序，一八一頁。なお，本稿

者の便宜を考慮して，一般的な漢文訓

第七輯有序，三頁。

覚は，天保十（一八三九）年に著され

九

に

読

た



『日本外史』に表出された山

動かす要因として受け入れつ

が天の助けを借りて国家を安

の臣下たる武士の勤めは，そ

陽の歴史認識とは，『八犬伝』の

つも，決して民衆が天に関与する

定させることができるという構図

の天皇のために身命をなげうって
『
南
総
里

勧善懲悪や時勢を歴史を

ことは認めず，天皇だけ

であった。そして，天皇

奉仕する「勤王」を措い

て他にない。山陽は，『八犬伝

自身の天皇観によって馬琴の

『八犬伝』は一貫して，「是

を繰り返し，人間の栄枯盛衰

も最終的には天命に支配され

勧善懲悪という大命題のもと

』が提起した天人関係に関する

歴史認識を新たなものへと再構成

あらたな天人関係

則 天なり命なり，人力の及ぶべ

は「天命」によって決定されると

ている。しかし，『八犬伝』が開

で，運命に逆らおうとする人間の

見
八
犬
伝
』
と
『
日
本
外
史
』
の
歴
史
認
識

問題を正面から受け止め，

したといえるだろう。

きにあらず」という言説

とらえていた。勧善懲悪

示して見せた歴史世界は，

傲慢さであった。この時，

傲慢な人間は天と向かい合い

ともいってよい新たな天人関

これに対して『日本外史』

しつつも，ただ一点，革命的

和」によって左右されるもの

ばならない。国家の決定権は

はなく，天に服従すべきであ

，天から独立しようとしているか

係の提示であった。

は，『八犬伝』の勧懲主義やダイ

な天人関係だけは受け入れなかっ

ではなく，ただ天皇によってのみ

天＝天皇だけが掌握している。人

って，そのためには天＝天皇への

に見える。これは革命的

ナミックな歴史観を共有

た。国家の命運は「人の

英断的に遂行されなけれ

間は天に向かい合うので

忠が必要となる。天の意

思を確認し，天皇＝王への絶

しかし，天＝天皇が過つこ

いのだろうか。『日本外史』は

理想とし，ひたすらな国家や

力は，天皇による天人関係の

方するのではないか。天皇だ

のではないか。少なくとも，

郎はそう考えたようである。

対的忠誠を誓わなければならない

とはないのだろうか。やみくもに

，「能く躬を以て国に殉じ，

天皇への献身を説く。『八犬伝』

前では無力な運動であった。しか

けではなく，誠意を持った人間の

『八犬伝』も『日本外史』も読ん

天保八（一八三七）年に彼が大阪 五

。

「勤王」に突進してもよ

先 王に靖献す」ることを

が開示した「人の和」の

し，天は時に庶民にも味

心に天は呼応してくれる

でいたであろう大塩平八

で挙兵した時，彼の心中

には次のような天がこだまし

躯殻の外の虚は，便ち是

是に於て悟るべし。故に

を視，其の毀壊を視れば

故なり。

ていたはずである。

れ天なり。天とは吾が心なり。心

血気有る者，草木瓦石に至るまで

，則ち吾が心を感じ傷ましむ。本

〇
六

は万有を葆含すること，

，其の死を視，其の摧折

と心中の物たるを以ての



『
南
総
里

忠は，直接の君主で

凡そ所謂る忠と

我も亦た天に忠

こうして，『日本

ある徳川氏に対してではなく，天

は，豈に独り徳川氏に忠なるの

なる者なり。故に天これに授くる

外史』では徹底的に天に勝つこと

に向けられなければならなかっ

みならんや。乃ち天に忠なるなり

に大柄を以てす。

の可能性，あるいは易姓革命の

た。

。

可

見
八
犬
伝
』
と
『
日
本
外
史
』
の
歴
史
認
識

能性が否定されてお

ぜ人が時には天に勝

ろうか。山陽は馬琴

に，歴史のダイナミ

先行する歴史書『読

なれば」と，易姓革

らの可能性も否定す

に関与できるのは

り，『八犬伝』と大きく異なって

つことがあるという歴史のダイ

とは異なり，切迫する内憂外患

ズムを無視しても天下の安泰を

史余論』が「天道は天に代りて

命を容認していたためにそれに

るものではないが，『日本外史』

「天皇」だけだという認識を山陽が

いる点である。しかし，山陽は

ナミズムを見ようとしなかったの

の危険性を人一倍察知していたた

優先させたのだろうか。あるいは

功をたつる人にむかひ給ふことは

対抗しようとしたのだろうか。ど

本文から読み取れることは，「天

持っていたということである。

な

だ

め

，

り

ち

」

山陽は，天につい

大王は上皇にお

交々応ず。

大王である以仁王

いう。一般的に儒教

いう漢代に発達した

性即理説に大別され

て次のように解釈している。

いては庶兄たり。今上において

は才徳を兼備しているために，

でいう天人関係は，君主の政治

天人相関論と，宋の朱子によっ

る。後者の場合，人間は誰でも

は伯父たり。才徳兼ね備り，天

以仁王において天と人は呼応する

の善悪に応じて天変地異が起こる

て大成された天理人欲説，あるい

天理＝性を持っており，格物致知

人

と

と

は

や

五

居敬窮理によって天

朱子学的な天人関係

天人関係は，そうし

としてとらえられて

の能く維持する所に

保持するのは天皇の

である。いわば，天

正成の功績を特筆し

理＝性を回復させ聖人に至らな

はあらゆる人間に開かれている

た朱子学的天人関係とは大きく

いる。ここで山陽が想定してい

非ざる」という基本認識のもと

みであり，それゆえにこそ天皇

は天皇のみによって独占されて

た箇所で，「是れ烏んぞ天斯の人

ければならないと説かれる。つま

のだが，山陽がここで提示してい

異なり，天皇のみに限定されたも

る天人関係は，「国勢の推移は人

に，人力を超えた国勢の運営能力

は天と排他的に呼応するという構

いるといっても過言ではない。楠

を生じて，以て世道を匡済する

り，

る

の

力

を

図

木

に
〇
七 非ざるを知らんや」

であり，天皇に関係

「王事に勤むるは，

臣の名に愧ぢずと謂

「王事に勤むる」と

と解釈するのは，楠公が皇運を

するかぎりにおいて天人関係へ

概ね皆楠氏の風を聞いて起てる

ふべし」と称揚されるのは，あ

いう勤王の精神や働きによってで

安泰にした功績を顕彰しているか

の言及がなされるのである。楠氏

者なり。嗚呼，楠氏の如きは真に

くまでも天皇のために，すなわ

あった。

ら

が

武

ち



い。

『日本外史』と『八犬伝』は

ストである。そこには，同時

懲主義を共有していた。「臣

，多少の先後はあるものの，ほ

代ゆえの共通認識が見られる。た

が父，天誅に伏す。臣，敢て怨み
『
南
総
里

ぼ同時代に成立したテク

とえば，山陽は馬琴の勧

ず」「弑逆の報い，乃ち

天誅に嬰る」というように，

懲悪的な倫理観の影響がうか

では，歴史認識においては

し，王覇の廃興する所以を知

憂ふるの心，変に通ずるの略

略を持たない者が滅びるのは

人の欲に在り」という治乱の

そして次に，時勢の問題に

逆賊が成敗されることを「天誅」

がえる。

どうだろうか。山陽は『日本外

るあり」と述べ，権門勢家が門

」を喪失していることを嘆いてい

当然のことであった。こうして山

原因を究明することからスタート

突き当たる。『八犬伝』で取り上

見
八
犬
伝
』
と
『
日
本
外
史
』
の
歴
史
認
識

ととらえ，明らかに勧善

史』の中で，「吾れ史を閲

閥の利益に固執し，「国を

る。憂国の情や変通の戦

陽は，まず「治乱の因は，

した。

げられていた歴史を動か

す要因としての「時勢」は，

「その智術，以て上下を却持し

れるなり」「封建は 勢 なり。

は「勢」が歴史を動かす大き

では，もう一つの動因であ

「人の和」という言葉は見当た

「臣ら世々君恩を受く。隆替

そのまま『日本外史』でも取り上

，一世を籠絡するありと雖も，

勢を制するは人なり」のように

な動因ととらえていた。

る「人の和」についてはどうだ

らず，その代わり，「恩」という

を以て志を易へず。海を窮め，天

げられている。たとえば，

則ち亦た時勢の 自 ら至

，山陽も「時勢」あるい

ろうか。『八犬伝』には

ことばが多用されている。

を極むるも，唯々君の適

く所のままなり。鳥獣すら且

交代や浮沈があろうとも，誰

く，武士たる臣下は君主に服

によって時には「天」に勝つ

可能性は完全に否定されてい

信長の死は，天の我が家

則ち応仁以来，七道分離

を生じ，以て天下を掃蕩

つ恩を記す。況や人においてをや

もが君主たる天皇の「恩」を被っ

従することが強調されている。

こともあるとされていた。しか

るように思われる。

に 幸 するに非ず。乃ち秀吉に幸

し，争乱相ひ踵ぎ，今日に至つ

せんとす。吾れ，秀吉の挙動を視 五

」というように，政権の

ていることに変わりはな

『八犬伝』では「人の和」

し，『日本外史』ではその

するなり。何となれば，

て極れり。天将に一豪傑

るに，これに非ざるを得

んや。

織田信長が滅び，豊臣秀吉

ではなく，「天」が秀吉に味方

敢て攘んで以て功となし，以

がすべて天によって決定され

が天下を取ったのは，秀吉が時勢

したからである。「臣，天の道を

て顕爵を辱しめんや」という言説

るという山陽の歴史認識がうかが

〇
八

や「人の和」を得たから

以て強賊に克つを得たり。

からは，武家の栄枯盛衰

えるだろう。したがって，



『
南
総
里

『八犬伝』に託さ

日々証明していると

ではないということ

ような天変地異がも

れた馬琴のメッセージとは，人間

しても，決して因果律や儒教的

である。「時勢」「人の和」「天縁

たらされる。勧善懲悪の一大ス

の歴史は勧善懲悪という大命題

倫理観だけによって説明できるも

」によって，時には予想もしな

ペクタクルを描いた馬琴にとって

を

の

い

，

見
八
犬
伝
』
と
『
日
本
外
史
』
の
歴
史
認
識

歴史とはつねにダイ

仁義礼智忠信孝悌と

里見家の復興に邁進

物語ではなく，固定

る。そこには，のち

な問題が潜んでいた

史』を著した頼山陽

何を発見したのだろ

ナミックなものであり，時には

いう八つの玉を持った犬士が，

するか。『八犬伝』という稗史小

した原理にとらわれない歴史の

の幕末思想に大きな影響を及ぼ

。現代の読者はそのことを忘れ

は，その問題を見逃さなかった

うか。

支配原理をすり抜けるものであっ

いかに波瀾万丈の人生を生き延び

説は，保守的倫理観を具現化し

ダイナミズムを顕在化した物語で

すことになる天人関係に関する新

ている。しかし，同時代に『日本

。彼らは日本の歴史を振り返る中

た。

，

た

あ

た

外

で，

『日本外史』は幽

年ごろにはほぼ完成

冊の刊行から十四年

治にかけてこれほど

八犬伝』とともに化

『日本外史』の歴

閉中の頼山陽によって構想された

していたが，その後も修正が加

後の文政十（一八二七）年に，

多くの読者を持った歴史書はな

政期の歴史認識に大きな影響を与

史認識

歴史書であり，文化四（一八〇

えられ，『南総里見八犬伝』肇輯

松平定信に献上された。幕末から

かったといわれるほど，『南総里

えたテクストである。

七）

五

明

見

五

『日本外史』は，

先行する歴史書，た

の『読史余論』など

安んずることが，為

王」もしくは「尊王

ると指摘し，「勤王

いる。

確かに，『日本外

それまでの歴史書とは大きく異な

とえば北畠親房の『神皇正統記

と『日本外史』を区別するもの

政者に要求される主たる条件を

」が，武士にとっての至上の道

」や「尊王」という概念が初めて

史』をひもといてみると，「 古

るテクストであった。尾藤正英

』，水戸藩の『大日本史』，新井白

は，「前者では，仁政を布き民生

なしていたのに対し，本書では

徳的義務とみなされている点」に

歴史書に登場したことに注目し

の所謂る武臣なる者は，王に勤む

は，

石

を

「勤

あ

て

と
〇
九 云ふのみ」「帝，こ

「勤王」という言葉

本外史』の特徴を勤

『日本外史』の歴史

同様，私たちは改め

れを熟視し，欣然として，心に勤

があちこちに散見される。しかし

王という言葉だけで総括してし

認識を探ろうとする際には逆に障

て『日本外史』というテクスト

王の者あるを知れり」のように

，『八犬伝』の勧懲と同様に，

まうことはやはり危険であり，就

害にさえなりかねない。『八犬伝

を慎重に分析してみなければなら

，

『日

中

』

な



あるべき秩序を逆転させるこ

いた。「こは時と勢に，志を移

ものなるべし」というように

こまで行っても「順逆の理」

ともある。馬琴はその逆転現象を

されて，逆に従ふのみならず，

，天は逆賊を赦さず，逆賊は必ず

によって統制されているのであり
『
南
総
里

「逆賊」として盛んに描

必ず天の赦ざる，兇悪の

滅びる。世界の秩序はど

，時に逆転することがあ

っても，正しい秩序（「順」）

である。

しかし，なぜ秩序は逆転す

に対して，馬琴は二つの要因

ものみな悪人にはあるべから

の，十にして八九なるべし」

ったのは，「時と勢」という時

悪とわかっていても，人間は

は生き延び，間違った秩序（「逆

るのだろうか。なぜ逆賊が跋扈す

を考えていた。第一は「時勢」

ず。或は一旦の害をおそれ，或は

というように，逆賊である定包に

代の波に飲み込まれて志を失っ

時勢に逆らえない時があるのであ

見
八
犬
伝
』
と
『
日
本
外
史
』
の
歴
史
認
識

」）は最終的には滅びるの

るのだろうか。この疑問

である。「さは定包に従ふ

時と 勢 に，志を移すも

従って悪人になってしま

たからだという。たとえ

る。第二は「人の和」で

ある。人間世界はつねに天に

らずや。善には善の報ひあり

淫に 禍 す」というように，

している。したがって人間が

さえも逃れようとする。逆賊

時は地の理にしかず，地の理

を得た」からである。たとえ

よって監視され支配されている

。悪には悪の報ひあり」「蓋し天

天は人間世界の秩序が順逆の理に

天命を逃れることは本来不可能な

である定包がなぜ権力を掌握で

は人の和にしかず，定包既に時を

逆賊であっても，民衆の和を勝ち

。「天鑑虚しからざるにあ

道は善に 福 して，必ず

反しないようつねに監視

はずだが，人は時に天命

きたのか。それは，「天の

得て，地を得て，人の和

取ることができれば，絶

対的と思われた天の支配を一

の残毒なる，且く天に捷もの

うる。しかしそれも一時的な

からず，悲しむべからず」で

ない。

ここには，人間の歴史に対

人間の歴史を振り返ってみる

原理が存在していることがわ

時的にせよかいくぐることがで

か」と思わせるほど，人間は運

ものであり，結局は「禍福時あり

あって，最終的には予定調和的に

する馬琴のきわめて現実的で鋭利

とき，そこには確かに因果の道理

かる。しかし，人間はその原理に 五

きるのである。「嗚呼奸党

命に逆らって傲慢になり

。天なり命なり。憾むべ

天に帰順しなければなら

な認識が表出されている。

や順逆の理のような支配

よって完全に支配されて

いるわけではない。時勢に合

は天の支配に抗することがで

っても残されている。しかし

至らば，必ず当家の股肱とな

至り，「天縁」が熟せば，本来

致し，人の和が形成されたとき，

きる。歴史を支配する原理を逃れ

，人間ができることはそこまでで

らん。天縁なくばあるべからず

の秩序が間違いなく回復される

一
〇秩序は狂いを生じ，人間

る可能性は，わずかであ

あり，「招ずとても，時

」というように，「時」が

のである。



『
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か重要なメッセージ

『八犬伝』が持つ

倫理観に帰着する。

いうように，つねに

が込められていないのだろうか。

思想性については，これまで「所

それらから抽出湊成された一つ

「保守的倫理観」「勧懲主義的世

詮仏教・儒教・武士道等の保守

の勧懲主義的世界観が定立する」

界観」という言葉によって説明

的

と

さ

見
八
犬
伝
』
と
『
日
本
外
史
』
の
歴
史
認
識

れてきた。確かに，

飽まで民を虐げた

る忠義や天罰，ある

せるかな」のように

出のように見える。

しかし，こうした

昔者，震旦に烏

之を醒すに勧懲

「忠義の為には得死なずして，逆

る，天罰竟に れず」のように

いは「この禍の胎るところ，因

，因果応報の道理の強調は，ま

保守的倫理観の表出について，馬

髪の善智識有り。因を推し，果

を以てす。其の意は精巧，其の

賊に媚び諂ひ，東条に在城して

，本編のいたるところで繰り返さ

果の道理を知覚せり」「善悪応報

さしく封建的で保守的な倫理観の

琴自身は次のように説明してい

を弁じ，衆生を誘ふに俗談を以て

文は奇絶なり。乃ち方便を経と為

，

れ

果

表

る。

し，

し，

寓言を緯と為す

かつてインドの知

ち，方便と寓言は奨

って「保守的倫理観

ろん，「本伝の大関

伝』の大命題であっ

てはいないだろうか

。

者が衆生に因果を説明する際，

善のための効果的な手段（「経」

」はあくまでも方便であり，寓

目，善を勧め悪を懲らす」という

た。しかし，私たちはあまりに

。大命題としての勧善懲悪が説

彼は俗談と勧懲を利用した。すな

と「緯」）であるという。馬琴に

言であるととらえられていた。も

勧善懲悪を教えることこそ『八

勧善懲悪という言葉にとらわれす

かれるにせよ，方便や寓言として

わ

と

ち

犬

ぎ

配

五

置された個々のエピ

言葉だけで総括でき

『八犬伝』のセンセ

繰り返しにあったと

じい衝突が活写され

いだろうか。

馬琴は作中に，意

なければ」「有 に

ソードに表出された倫理観や世

るものではなく，むしろ悪逆非

ーショナルな人気を考えたとき，

は考えにくい。むしろ，保守的

たところに，読者はわくわくす

図的に反 保守的倫理観を挿入

悍き武夫も，恋には脆き人情」

界観は，決して保守的倫理観とい

道の世界がこれでもかと活写され

その魅力が単なる保守的倫理観

倫理観の陰でうごめく善悪のすさ

るような魅力を感じていたのでは

している。たとえば，「人の誠に

「法度は君の制する所，君又これ

う

る。

の

ま

な

経

を
一
一 破るといふ，古人の

金言は，明らかに儒

めるために描かれた

者は悪にこそ身近な

最終的に善が勝ち

金言宜なるかな」のように，い

教的倫理観から逸脱した庶民の

悪は，流麗な筆致と該博な知識

人間の心情や愚かな姿態が描き出

悪が滅びるとしても，世の中に

たるところにちりばめられた俚諺

知恵というべきものである。善を

によって読者に強い印象を与え，

されていることを知るのである

悪は跳梁跋扈しており，時には本

や

勧

読

。

来



で語られている。しかし，馬

の歴史認識はもっと正面から

う便利な言葉で総括する前に

に考察してみなければならな

琴の「稗史小説」への強いこだわ

研究されてしかるべきテーマだと

，私たちはもう一度『南総里見八

い。なぜなら，そこには同時代の
『
南
総
里

りを考えてみる時，馬琴

思われる。勧懲主義とい

犬伝』の歴史認識を慎重

もう一つの歴史書『日本

外史』とともに，文化文政期

れているからである。

『八犬伝』第二輯自序で，馬

儻し正史に由て以て稗史

の合せ難きを知る。 苟

ず。猶ほ且つ之を読む。

の言説世界に重要な転換をもたら

『南総里見八犬伝』の歴史認識

琴は「稗官新奇之談」について

を評すれば，乃ち円器方底なる

も史と合はざる者は，誰か能く之

好しと雖も亦た何ぞ咎めん。予が

見
八
犬
伝
』
と
『
日
本
外
史
』
の
歴
史
認
識

したある出来事が刻印さ

次のように述べている。

のみ。俗子と雖も固に其

を信ぜん。既に已に信ぜ

毎歳著す所の小説，皆此

の意を以てす。

正史によって稗史を評価す

分は信じることができないだ

は誰にも咎められないという

力を信じていた。この自序か

はさらに積極的に自覚される

近ごろ好奇の士の稗史を

ると符合しない部分（「円器方底

ろう。しかしそうであっても稗史

。馬琴は，それほど稗史の持つ独

ら十四年後の文政十（一八二七）

に至る。

評するを見るに，徒だ其の瑕疵を

」）があり，符合しない部

の読者はおり，この事実

自の魅力，正史にはない

年になると，稗史の意義

捜索して，之を批するに

理義を以てす。便ち是れ

史伝旧記実録のみ。而し

に益無しと雖も，而れど

めて，害無かるべし。

稗史の評価は，正史と比べ

はなく，「経籍史伝旧記実録

「婦幼」に対する教育的効果が

しがたい魅力は，「彼は戯作の

円器方蓋なり。……余は虚文を貴

て毎歳著す所，稗史小説に非ざる

も寓するに勧懲を以てするときは

ての「瑕疵」や「理義」によって

」に依拠しながらも，「勧懲」と

あることによって行われるべき

根本に勧善懲悪の教育的の重大 五

まず。好む所は乃ち経籍

こと莫し。……稗史は事

，則ち之を婦幼に読ま令

行われているが，そうで

いう平易な教えによって

だという。『八犬伝』の抗

意義を認めていた。故事

来歴や物々しい筆致は，一方

博さとが相合した結果である

もに「勧善懲悪の教育的の重

し，『八犬伝』の教育的意義と

稗史小説と名付け，読者も歴

には衒学的の非難もあるが，実は

」と指摘されるように，義理人情

大意義」を抜きにしては考えられ

は，勧善懲悪に終始するだけな

史書として受け入れていた『八犬

一
二教化的の意義と修養の該

の葛藤や流麗な文体とと

ないものであった。しか

のだろうか。馬琴自身が

伝』に，歴史に関する何



『
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れが文化文政期の文

文化文政期の文化

封建時代の爛熟期の

人間性への関心が深

化である。

（化政文化）の特徴については

文化との見方が支配的だった。

まり，義理の世界が崩壊したこ

，かつて退廃的・享楽的，あるい

しかし林屋辰三郎によって，人情

と，計量的・実証的精神の高まり

は

＝

が

見
八
犬
伝
』
と
『
日
本
外
史
』
の
歴
史
認
識

科学的精神を導入し

いると指摘されて以

的・大衆的な文化が

を用意する国民文化

きている。

化政期には出版文

なった。藩校や寺子

めるようになると，

たこと，すなわち人間性と科学

来，近年では「近世文化の極盛

形成され，さらに地方をも巻き

の形成を促進した」という積極

化も急速に発展し，さまざまな

屋の普及が識字率を高め，黄表

洒落本，滑稽本，人情本などが

性にこそ化政文化の本質が存在し

期」，あるいは江戸を中心に都

込んで展開したところから，「近

的な評価まで下されるようになっ

テクストが大量に印刷されるよう

紙本と呼ばれる大衆文学が人気を

次々に刊行された。そして寛政の

て

市

代

て

に

集

改

革以降強まった大衆

白話文学の影響によ

である。読本は，建

革を境に，山東京伝

読本の中で最も成

十五巻が刊行された

小説ととらえていた

文芸における教訓的要素や，『水

る伝奇的要素を表現する新たな

部綾足や上田秋成など初期には

や滝沢馬琴など江戸の作家により

功を収めたテクストといえば，

滝沢馬琴の『南総里見八犬伝』

。稗史とは正史に対する民間の

滸伝』『三国志演義』のような中

ジャンルとして誕生したのが，読

主に上方で制作されたが，寛政の

盛んに作られた。

文化十一（一八一四）年肇輯五冊

であろう。馬琴は『八犬伝』を稗

歴史書を意味する。馬琴が自らの

国

本

改

二

史

読

五

本を稗史小説ととら

『椿説弓張月』の制

唐山の演義小説に做

として，史実ではな

する意識はしだいに

而して之を家喩戸暁

実を引用し，悉く正

惑 を滋くせず。故

えた背景には，彼独自の歴史に

作時に，馬琴は自らの作風を中国

ひ多くは憑空結構の筆に成。閲

いことを強調していた。しかし

深まり，「古人言あり曰く，稗編

せんと欲す。……今弓張月の一

史に遵ひ，並びに巧みに一事を

に源あり委あり，徴すべく拠るべ

対する鋭い認識があった。前作

の演義体小説になぞらえ，「その

者理外の幻境に遊ぶとして可なり

，制作過程において馬琴の史実に

小説は，蓋し正史の文を演べて

書は，小説と云ふと雖も，然も

借り妄りに一語を設け以て世人

し。独り一時に膾炙するのみな

の

談

」

対

，

故

の

ら
一
三 ず，允に信を千古

ても，もはや「理外

伝」えることのでき

た馬琴の歴史認識の

一般に『南総里見

に伝ふ」というように，たとえ正

の幻境に遊ぶ」ものではなく，
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『南総里見八犬伝』と『日本外史』の歴史認識

寛政二（一七九〇）年，老

政異学の禁」は，「近き頃世上

正学衰微の故に候哉。……此

井 上

文化文政期の言説世界

中松平定信による寛政の改革の一

種々新規之説を為し，異学流行

度聖堂御取締，厳重に被仰付」と

厚 史

環として通達された「寛

風俗を破候類有之。全く

いうように，古学や折衷

学などの異端の学問が流行し

戸幕府開設以来の正学である

に，「不限自門他門申合，正学

正学を講究して有能な人材を

象とした幕府による異学の禁

した。頼春水のように幕府の

派は関係なく，朱子学への一

て風俗を壊乱しつつあることを憂

朱子学以外の教授を厳禁するとい

講究致し，人材取立候様，相心

登用することを奨励する教学振興

止と正学の奨励は，全国の藩にさ

政策を支持する学者もいれば，冢

元化は多様な人材の育成に支障を

慮し，林家塾において江

う禁令であった。と同時

得可申候」というように，

策でもあった。旗本を対

まざまな波紋を巻き起こ

田大峰のように学問に流

来し，かえって学問を衰

微させるという反対意見も数

実際，寛政異学の禁は，そ

しての側面よりも，藩校にお

したといわれている。「記誦的

要求した」とまで解釈される

である。武士教育の基礎は『

洋学・医学・砲術学・兵学・

すれ阻害するものではなく，

多く唱えられた。

の言葉から受ける印象とは裏腹に

ける武士教育などの教育・教化の

な林家の朱子学に対して，古学

ような，武士に対する学問一般の

小学』による朱子学的教育にあっ

数学・天文地理学・測量学などの

結果的に新しい学問の興隆を誘発 五

，異学排除や思想統制と

側面に大きな影響を及ぼ

派に立ち遅れぬ実践性を

奨励策として機能したの

たが，専門教育としての

諸科学の摂取を奨励こそ

することになった。

官学としての朱子学の復興

ていった。大阪懐徳堂の富永

里，広瀬淡窓など，独創的な

し，全国的規模で展開した多

広げ，民衆の知的レベルを押

に平行して，民間教育の分野では

仲基，山片蟠桃，九州豊後の三浦

思想家がこの時期に輩出している

彩な学問の開花は，藩校や寺子屋

し上げていった。その先に出現し

一
四実に多様な学問が開花し

梅園，豊後日田の帆足万

。寛政異学の禁に端を発

などの民間教育の裾野を

た新たな時代と文化。そ


